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３ 要旨 

県産ブランド地鶏「会津地鶏」の能⼒を維持・改良するため、雄系種鶏である⼤型会津地鶏の
能⼒を調査し、⾼能⼒個体の選抜・交配により後代鶏を作出している。 

⼤型会津地鶏は、造成から９世代経過し、施設も移転したことから、基本能⼒調査を実施し、
供給開始時との⽐較を⾏った結果、能⼒は維持されていることが明らかとなった。 
                                                

（１） 施設移転による環境変化に伴い、初⽣雛の体重に差はあったが、育成途中での増体量は第４
世代を上回る発育であった（図１）。 

（２） 産⾁性は、120 ⽇齢の解体調査の結果、雄雌ともに第 4 世代と同等の結果となった(表１)。 
（３） 飼料要求率は、雄 3.55kg、雌 4.02kg で、第 4 世代の雄 3.60kg、雌 4.15kg に⽐べ向上した。 
 

図１ 体重の推移（雄、雌） 
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 表１ 解体調査結果
と体重 もも⾁割合 むね⾁割合 正⾁割合

（ｇ） （％） （％） （％）＊

9 3315±237.6 22.81±0.78 12.14±0.78 38.11±1.28

4 3319±95.34 23.01±0.58 12.51±0.54 38.62±1.06

9 2434±101.7 19.20±0.71 14.37±1.35 36.92±2.04

4 2439±154.6 19.43±0.98 13.87±0.85 36.71±1.63

＊正⾁割合：もも⾁、むね⾁、ささみ合計
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